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秋
晴
れ
の
も
と
町
民
大
運
動
会

今回で８回目を迎える、国見町町民大

運動会は１０月１３日上野台総合運動場

で開催さ れました。秋哨れの澄みきっ

だ空の下、3,000 人を越す町民が集い、
２７の演目に歓声が沸き上がりました。

地区対抗の結果は、大枝地区が悲 願の

初制覇、４連覇を目指した小坂地区が準

優勝となりました。



町決算 平
成
十
三
年
度
国
見
町
各

会
計
決
算
は
、
九
月
議
会

定
例
会
に
お
い
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
各
会

計
の
決
算

概
要
に
つ
い
て

お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
民
皆
様
の
要
望

を
踏
ま
え
つ
つ

、
行

財
政
の

―
層

の
効
率
化
図

る
と
と

も
に
「
豊

か
で

住
み
よ

い
活
力
あ

ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
で
人
に
や

さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
町
政
運

営
の
基
本
目
標
と
し
、
創
意
と
工

夫

を
こ
ら
し
、
積
極
的
に
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

―
般

会

計

平
成
十
ミ
年
度
一
般
会
計

は
、
歳
入
総
額
五
上

二
億
不

七
百
九
ｔ

三
万
円
（
前
年
比

〇
・
七
％
増

）
で
、
歳
出
総

額
五
十
一
億
四
千
四
百
二
万

円
（
前
年
比
二
・
三
％
増
）

と
な
り
、
歳
出
に
お
い
て
は

対
前
年
比
一
億
円
を
超
す
増

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
一
億

七

千
三
百

九
十
万

八
千
円

と

な

り
、

卜

四
年

度
へ

の
繰

越

財

源
三

千

六
百
三
万

八
千

円

を

除

い
た
実

質

収
支

は
一

億

三

千
七

百

八
十

七
万

の
黒

字

と

な
り

ま
し

た

。
特

に
三

億

三

千
万

円

を
超

え
る
町

債

の

繰

上
償

還

を
し

た
こ

と

か
ら

、

前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
引

い
た
単
年
度
収
支
は
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
実
質

単
年
度
収
支
は
大
幅
な
黒
字

決
算
と
な
り
、
健
全
執
行
は

も
と
よ
り
財
政
基
盤
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

一般会計決算収支の状況

①歳　　 入　　　　53 億1.793 万円

②歳　　 出　　　　51 億4  , 2万円

③差　　 引( １－ ２) １億7.  1 万円

④翌年度へ 繰越すべき 財源

3.  4 万円

⑤実質収支(  3 ｰ 4 ) 1 億3.787 万円

⑥単年度収 支　　　　 △2.  5 万 円

⑦実質単年 度収支　 ２億473 万円

単年度収支は、実質収支から 前年度の 実質

収支を 差引いた数値で す。

実質畑年度収支は、財政調整基金及び町債

繰上げ 償還分を加 減した数値です。

歳入　５３億1,793万円

町民―人当りの歳入決算

町 税　　83  , 592円

たばこ税ほか

み 676円

町民税

2 083 円

固定資産税

47 , 833円

町　債

56777円

国県支出 金

45 , 949円

地方交付税

203 , 519円

その他の収入

8 れ 861円

計

471 , 69 円

(平皮14 年３月末の町の住民登録人口 い .274 名)



平成13年度

国見
一般会計決算額は

歳出　51億4 ,402万円

十
三
年
度
決
算
の
特
徴

財
政
基
盤
の
確
立
へ

ト

ーペ
年

度
決

算
で

は

、
こ

れ

ま

で

進
め

て

い
た

財
政

基
盤

の

安

定
化

を

さ
ら

に

推
し

進
め

る

た
め

、

。ぺ
億
円

を

超
え

る
任

愚

の
繰
上

げ

償
還

を
し

た

こ
と

に

よ

り

、
公

似
費

が

九
億

円
を

超

え
、

昨
年

比
約

二
〇

％

の
増

加

と
な

り
ま

し

た
。

こ
の

財
源

は

昨

年

度
の

繰
越

金
に

加
え

財
政

調

怙

基
金
へ

の

積
立

を
控

え
た

こ

と

に
よ

る
も

の
で

、

さ
ら

に

交

付

税
に
算

入

さ
れ

る
な

ど
有

利

な

起
債

を
積

極
的

に
活

用
し

、

各

種
嘔

業
へ

の

一
般

財
源

の
投

人

を

抑
え

た
こ

と
に

よ
り

ま
す

。

こ

の

た
め

、
歳

入
で

町
債

も
増

加

し

た
反

節
、

こ
れ

ま
で

進
め

て

き

た
、
町

債

の
借

入
内

容
は

、

低

利

で
交
付

税

措
置

の

あ
る
有

利

な

も
の
へ

と

大
幅

な
改

善
が

図

ら

れ
ま
し

た

。

歳

人
で

は
、

厳
し

い

経
済
状

況

か

ら
町
民

税

で
一

割

を
超

え

る
減
額
と
な
り
、
ま
た
地
方
交

付
金
の
一
部
が
臨
時
財
政
対
策

債
へ
の
振
替
え
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
士

見
橋
関
連
や
多
目
的
体
育
施
設

な
ど
で
国
県
支
出
金
や
町
債
が

増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
。
密
上
見
橋
や
和

平
橋
架
持
事
業
及
び
避
難
路
整

備
嘔
業
な
ど
大
き
な
建
設
事
業

に
よ
り
、
上
木
費
、
消
防
費
で

増
加
し
、
公
債
費
を
除
く
他
は

す
べ
て
減
、
重
点
選
別
に
徹
し

ま
し
た
。

性質別に見てみると
Ｏ 　は前年対比

人件費 ,9億5.150 万円( 0.7 % )

物件費 5億1 .025万円( 0.4 % )

順 剏1 3.103 万円 ← 2.3 % )

扶助費 １億９５３万円(  20.9  % )

補助費 町冖iX Ξ1Ξiii1111(０.４％)

普俑醴l 1２･|肖９｡９４１万円(  5.9 % )

公債費 9億1｡!18 万円 い 9.2 % )

投資及び

出資金
１億6.425 万円( ｰ 3.8 % )

繰出金 ４ 億1,９∠13万 円(  2.3 % )

積立金 1 . 147万円 ← 1514  % )

町民―人当りの歳出決算

議会費

8  84 円

総務費

53 , 584円

民生費

51 , 263円

衛生費

5 009円

農林水産業費

44 , 191円

商工労働費

3334円

土木費

73 , 935円

消防費

25 , 236円

教育費

56 16円

公債費

80 21円

災害復旧費

一円

計

456  之 73 円



特
　
　
別
　
　

会
　
　
計

特

別
会

計
の

合

計
額

は
（

財

産
区

、
水
道

を
除

く

）
。
歳
入

総

額
二

十

九
億

四
千

五
百

五
十

二

万

円

。

歳
出

総
額

は

二
十

八
億

千
六

百

五
十

六
万

円
で

、
差

引

額

一
億

二
千

八
百

九
十

六
万

円

と

な
り

、
実
質

収

支

は
全
て

黒

字

決
算

と

な
り
ま

し

た
。

特

に
老
人

保
健

特

別
会

計
で

は

、
高

齢
化

、
医

療

の
高

度
化

な

ど

、
医

療
費

は
毎

年
増
加

し

て

お

り
、

前
年

度
と

比
較

し

約

一
億
円

（

一
一

・
一
％

増

）
と

な
り
ま

し

た
。

国
民

健
康

保

険

特
別
会
計
で
も
厳
し
い
雇
用
状

況
に
よ
り
、
加
入
者
の
急
激
な

増
加
な
ど
、
前
年
比
五
％

の
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護

保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
給
付

費
で
月
平
均

こ
（
％

の
大
幅
な

増
加
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

前
年
比
二
〇
％

近
い
増
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計
、
財
産
区
会
計
及

び
水
逆
事
業
会
計
の
決
算
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平 成13 年度　 特 別 会 計 決 算

(単位:千円)

龠針名 嫩 入 嫩 出 実質収支
山輿青英財産甘理 1 .118 965 153
公共下水道 313.389 310. 図 7 2. 2

国民吐康保槃 818. 753.6 .9

老 人 保 剱 1 , 192.87 1  . 0
.157

土地開発事輿 101. 78,099 %. 269

渇水対策施政 74.3
.973

1,426

貝田簡易水道 12.82 1  図 9 653

介 魏 保 険 4. 1 7.827 7.1

給食センター 87.2
,
 5 図 642

平 成13 年 度　 財 産区 会 計 決 算

(単位:千円)

会計名 歳 入 歳 出 実質収支

大　 木　 戸 256 142 １１４

入　　　 山 12.995 12.658 337

蘿　　　 田 198 154 44
石　 毋　 田 352 244 ¶08

石毋田については財産区議会で認定

平成13年度　水道事業会計 決算

(単位:干円)
区 分 収 入 支 出 差引額

収益的 収支 162.524 142.1 .  1

資本的 収支 ｰ 87 , 794 9. 4 △31.8

翦諡的収支において｡10.  7 千円の純利 益を確保しまし

た。資本的収支の不足額は建設改良積立金、減債積立金

などにより補填しました。

平成13年度　主な施策

誰もが希望を持ち住んでよかったと思えるまちづくり

攤田駅 両辺 螫 傭事業 …… …… …… …… …… …… …… ……196 万円

地 籍 調責 事業 の推 遭…… …… …… …… …… …… …… …3,731 万円

地 方 桐定道 路 事業{ 町 道 ５号} …… …… …… …… …… …9. 万円

緊 息 地方 遭路富 士見 橋架 番工 事… …… …… …… …… …6,1 ㈲ 万円

和平 橋架 着工 事( 県旅 行) …… …… …… …… …… …１ 衂5.100 万円

町 遭 整備 事集 ……… …… …… …… …… …… …… …１ 艚1.111 万円

生 活 路線 バスの 確保 …… …… …… …… …… …… …… ……5a2 万円

水道翦ａ 整 仰 事業…-･ …･…･-… ●… 一一･ …… …… …･2  第 一 靆 れ万円

水遭 用水 供給 企集団 出資 全等 …… …… …… …… …１ 艢4､494 万円

祠川 の螫 橋等 ……… …… …… …… …… …… …… …… ……877 万 円

立地環境を活かし 、均衡のとれた快適なまちづくり

防災対策(助災まちづくり事桑避難路螫備坪)…………1健37万円
涓助叙息対叢1町消防団事業・伊達地方消劾組合胸担全等)

…………………１慥6､428万円

交通安全対策事業……………………………………………349万円

防犯対策事業…………………………………………………472万円
公共下水道事業………………………………………１慵9.652万円
奩併処理浄化槽餓置雙傭事業……………………………1. 万円

し尿・ごみ処理対策………………………………………1.  5 万円
ごみ滅Ｉ 資濠化等環境対集…………………………………576万円
公営住宅瞳設事業…………………………………………e､匐6万円

定住化促毳総合対譽事業……………-- ……………………釦9万円

少子高齢化社会に対応できる健康で安心のまちづくり

常設・季節保育所間違……………………………………9. 四 2万円

乳児医療費助成事業………………………………………2,(X》6万円
児童手当支釶事桑…………………………………………3. 加7万円

少子高齢化対策事業…………………………………………736万円
重度身障者医療費助成事業………………………………1,978万円

蹲害者福祉間違………………………………………………919万円
生きがい対策………………………………………………1.  4 万円
家族介瞶・ 劣金・介・ 見貫全……………………………1  ､ 019万円

高齢者福祉サービス事業…………………………………5,S6 万円
健廟増進・毋子偏傭推進…………………………………気 5 万円

健康種診事業………………………………………………3.4 引万円
公立藤田総合病院負担全……………………………３讎1,144万円

産業の盛んな 活力あ ふれるまちづくり

市町村奮ふるさと農道緊急整備…………………………4.0 ･万円

県営事業負担全(農道螫働・は塲整備)…………………1.585万円

農道 ●水路整備事業………………………………………l. 9 万円

農杓総合整傭統合禰肋事業……………………………１億100万円

水田農業経営確立対策……………………………………2.  6 万円

農業経曾基盤強化促進事業…………………………………185万円

中山間地域等直接支払事業…………………………………287万円

市町村営ふるさと林道瞽傭事業(北口線)………………3.514万円

松くい虫防除事業…………………………………………1､624万円

畜産揖只対策…………………………………………………478万円
中小企業・動労奮全融対策………………………………2.240万円

商工集の育成事集……………………………………………653万円

未来愽・岨光 一まちづくり間違……………………………906万円

次代を担う青少年の育成を目指す教育と文化の町づくり

教育施 設の 整働 …… ……… …… …… …… …… …… ……1  靆 の万円

教胄 の 充実 …… ……… …… …… …… …… …… …… ……2.75S 万 円

学 校保 僅対 策… …… ……… …… …… …… …… …… ………379 万 円

生 涯学 習闢 還 事輿…… …… …… …… …… …… …… ……1.992 万 円

芸 術文 化振 興 事讎… …… ……… …… …… …… …… ………950 万 円

文 化財 保嚆 管理 事霧 …… ……… …… …… …… …… ……9 万 円

仙怙 スポー ツ振 興事 集･･●●… …… ●･･…･･●●･●… … ●… 一一 …･531 万 円

多 目的 体育 篇設 整傭 事業( 継 続) …… …… …… …… １傷9,617 万 円

行財政体制の充実

広域行政事務(負担全等一部再掲3…………………2 傭5,S27万円
行政事務電算化事集(‐ 部再掲)…………………………･ 4. 3万円

国犀・地域閠交洫事集………………………………………317万円

観務事務の効串化…………………………………………612 万円

財政運営の効率化……………………………………………697万円

広報広瑰活動の充実…………………………………………27S万円



指数で見る
町財政

各
市
町
村
の
状
況
は
、
そ
の
面
積
や
人
口
、
地
形
、

歴
史
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
そ
れ

と
と
も
に
市
町
村
の
お
金
の
使
い
道
や
税
金
な
ど
の

入
り
方
な
ど
、
財
政
状
況
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
総

務
省
で
は
市
町
村
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
、
各

種
財
政
指
標
（
指
数
）
や
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

旧
自
治
省
（
現
総
務
省
）
が
平
成
九
年
度
に
財
政
健

全
団
体
と
し
て
の
基
準
を
示
し
て
以

来
、
国
見
町
で
は

そ
の
基
準
を
満
た
し
、
健
全
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
、
昨
年
度
の
決
算
に
お
い
て
も
同
基
準
を
満
た
し

、

一
定
の
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い
る
状
況
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
。
市
町
村
合
併
や
地
方
分
権
な
ど
、
大
き
な
課

題
を
抱
え
る
中
に
あ
っ
て
尚

一
層
の
財
政
基
盤
の
充

実
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
国
見
町
の
財
政
指
数
等
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●指数で見る町財政

ぺぐこ 13年度 12年度 11年度 10年慶 県平均

経常 収支 比率 74. O%
.
 6 % 70,9％ 72.5 % 76.4 %

公債費負担比率 13.2 % 12､9％ 12､9％ 14.9 % -

1浸上げ儁還分を含む｝ (  21. ) (  15.3 % ) い 5. 1 % ) ( 16.5 % ) (  16.5 % )

起債i 』限 比串 5.1 % 56 ％ 7､O％ 9.0 % 9.3 %

財 政 力 指 散 0.82 o､303 0 , 3 0.310 －

県平均は平成12 年度の数値

財政の弾力性を表す

経常収支比率　74.0%

財政の弾力性（ゆとり）を見るための指標で

す。使い道を制限さ れない 経常的な 収入（町税、

普通交付 税等の毎年収入さ れる性質の収 入｡）

に対する経常的な支出（人 件費、公 債費、扶助

費等の毎 年経常的に支出さ れるもの｡ ）の 割合

を示します。低いほど 、財政にゆとり があり、

さま ざま な状況に 柔軟に 対応 できま す。特に

75％以下が財政健全団体の条件とさ れており 、

国見町では75％以下の水準を保ってい ます。

公債費の負担状況をあらわす

公債費負担比率13,2% (繰上償還分を

含めると21.3 % )

公債費負担比率は､ 公債費に充てられた一般財源と 歳入

全体の一般財源総額との割合を示しま す｡20％を 超えると

危険ラインとい われてい ますが､ 国見町では次年度以降の

償還金を縵上げ 償還し ていること から､ その分を除いた 実

質的な負担比率は13.2  %と なっており､ 危険ラインを 下回

り 、町債運営の健全性を 確保し てい ます。

地方債の発行を制限

起債制限比率　　　5.1％
財政の健全性を確保するため､ 地 方債の発行を制限する

ための 指標です。起偵制限比率は､ 公債費に充てられた一

般 財源のうち地方交付税に算入される公債償還分を除き 、

標準財 政規模 （財政用語 参照）と の割合を示し 、過去3 ヵ

年の平均で表し ます｡10％以下が財政健全団体の条件とさ

れており､20 ％を超えると一部起債が制限されます。国見

町は5.1 ％と低く、こ れは交付税に算入される有利な事業

を 優先して取り入れているためです。

財政力指数　　0.302
地方公共団体の財政力を示す指数です。財政

力 指数が高いほど自主財源（地方公共団体が自

ら 調達できる財源）の割合が高く、財政力が強

いことになりま す。地方交付税により 算定した

基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た

数値の過 去３ヶ年問の平均値であり、国見町で

は標準的な歳出のうち ３割を町税など で自ら調

達し､7割を交付税等に依存している 状況です。

問い合わせ

総務課財政係　585  ｰ 2113

財
政
用
語

一

敏

財

源
・
・・
地

方

公

共

団

体

が

そ

の

判

断

で

使
え

る

歳

入

（
収

入

）
で

、

地

方

観

、

地

方

又

付

税

な

ど

を

い

い

ま

す

．

特

定

財

源
・
・
・
補
助

金

の

よ

う

に

．

特

定
の

搴

乗

に

硬

う

た

め

に

田

か

ら

交

付

さ

れ

る

歳

入

（
収

入

）

を

い

い

享
す

．

礬

拳

町

政

綱

横
・：

地

万

公

共

団

体

の

標

準

的

な

状

惣

で

通

常

収
入

が

見

込

ま

れ

る

一

般
財

源

の

規

横
を

示

す

降

憬

．

財

政

分

析

の

指

嬋

算

出

の

た

め

な

ど
に

も
利

用

さ

れ

ま

す

．

地

方

交

付

税

…

地

方

目

治

体

閧

の

財

源

の

不

均

衡

を

是

正

し

、

す

べ

て

の

地

方

白

治

体
か

合

理

的

か
つ

妥

当

な

水

準

の

行

政

を

行

う

の

に

必

要

な

財

源

を

保

陣

す

る

も
の

で

す
．

所

得

観

な

ど

の

一

部

を
原

輿

と

し

て

交

付

さ

れ
、

番

通

交

付

税

は

、

基

母

財
政

需

雙

頡

か

、

基

準

財

政

収

入

額

を
超

え

る

場
合

に

、

そ

の

超

え

る

額

を
又

付

さ

れ
る

も

の

で

あ

り

．

ま

た

、

特

別

交

付

観

は

．

杓
別

な

財

政

阿

要

に

対

応

し

て

交

付

ヤ
　
Ｊ
Ｃ
　
卜
．



国民健康保険

老 人 保 健

加入の皆さんへ

負担額が変わりました

以上所得に応じ２割負担

十
月
一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
七
十

歳
以
上
の
方
の
窓
口
負
担
額
を
医

療
費
の

一
割
（
一
定
所
得
以
上
二

割
）
に
す
る
な
ど
大
き
く
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
人
保

健
の
対
象
年
齢
を
段
階
的
に
七
十
五
歳
に
引

き
上
げ
、
さ
ら
に
自

己
負
担
の
限
度
額
の
設
定
・
引
き
上

げ
な
ど

も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
今
改
正
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

に
お
い
て
も
同
様
の
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は

勤
務
先

な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

７
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

老
人
保
健
の
対
象

年
齢
が
7
5歳
以
上
に

卜
月

か
ら

老
人

保
健

で

受
診

で

き

る
人
の

年

齢
が

、
こ

れ

ま

で

の
七
ｔ

歳

以
匕

か

ら
七

卜

。瓦

歳

以
Ｌ

に
変

わ

り
ま

す
。

た

だ

し

。

平
成
十

四

年
九

月

。一「
ｔ

日

以

前

に
匕

卜
歳

に
な

っ
て

い
る

方

は

、
従

来
ど

お
リ

老
人

保

健

で

受

診
す

る

こ
と

に
な
り

ま

す
。

今

ま
で

使
川

し
て

い
た
受

給

者

証
は
、

九
月

末

を
も

っ
て

使

え
な

く

な
り

、
新
し

い
医
療

受

給
者

証

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

受
診
の
際
は
新
た
に
交
付

さ
れ

た
受
給
者
証
を
提
示
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
六
卜

瓦
歳
以
匕
が
老
人
保
健
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

７
０
歳
以
上
の
自
己

負

担

額

が

１

割

に

こ
れ
ま
で
、
七
十
歳
以
匕

の

人
が
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
の
規
模
な
ど

に
よ
り
定
率

制
（

。
割
）
ま

た

は

定

額
制

（
一
回

八
斤
○

円
で

四
川

ま

で
）
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

０
～
６
９
歳
ま
で
の
皆
さ
ん
へ

1
0月
１
日
以
降
に

7
0歳
に
な
る
人
は

今
ま
で
の
医
療
保
険
で

老

人

保
健

で
受

診
す

る
こ

と

が
で

き

る
年

齢
が

七
十

五
歳

以

上

に
引

き
上

げ
ら

れ

る
こ

と
か

ら

、
平

成
十

四
年

十
月

一
日

以

降

に
七

十
歳

に

な
る

人
は

、
七

十

五
歳

に
な

る
ま

で

引
き

続
き

現

在
加

入
し

て

い
る

医
療

保
険

で

受
診

す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

国

民
健

康

保
険

に
加

入
し

て

い

る

人

が
七

卜
歳

に
な

っ

た
場

合

は

、
町

か

ら

「
高
齢

者
受

給

者

証
」

を
交
付

し

ま
す

。
受

診
し

た
場

合
の

自
己

負
担

額

は
老

人

保
健

と
同

じ

一
割

（
一

定
の

所

得
者

は
二

割
負

担

）
で

す
。（

左

の
表
Ｉ

の

と

お
り

）

高
額
療
養
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が

引
き
上
げ

一
ヵ
月
分
の
医
療
費
の
負
担

が
高
く
な
っ
た
と
き
、
七
十
歳

未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
人
者

は
町
へ
申
請
す
る
と
、
限
度
額

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

十
月
か
ら
は
こ
の
自
己
負
担

限
度
額
が
低
所
得
者
を
除
き
、

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
払
い
戻

し
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

に
な
り
、
役
場
保
健
福
祉
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
左

上
の
表
２
の
と
お
り
）

で 払 う 負 担 金

平成14年10月１日 から

国

民

健

康

保

険

Ｏ歳～

就学前の

乳幼児

（※１）

o 割

(※２)

就学児髪

～7〔}歳

未満

３割負 担

70～75歳
未満

（ ※３） １割負担

(一定 額以
上の所得者

は ２割)１
75歳以上

り３月31 日まで

亀担の後、町の助成.

､|る人（昭和７年９月30日以 岡に生 よｎた 人）は ．従



１０月から

医療費の自己

70歳
卜
月

か

ら
は

こ
れ

が
廃
1
1
1さ

れ
、
国

民
健

康

保
険

、
老

人
保

健

と

も
に

．
剛
負

担

（

．
定

額

以

卜
‥
の

所
得

者

は
二
剛

負

担

）

と

変
わ

り
ま

す
．（

ド
の
衣
Ｉ

の

と

お
り

）

7
0歳
以
上
の
自
己

負
担
限
度
額
を
設
定

受
診

し

た
と

き
に

、
医

療
機

関

に
支

払

う

．
力
月

分
の

医
療

費

の
負

担

が
高

く
な

る
こ

と

が

あ
り
ま

す

が
、

国
民

健
康

保
険

、

老

人
保

健

を
間

わ
ず

、
法

律
で

定

め
ら

れ

た

．
ヶ
月

の
自

己
負

担

額
を

越

え
た
場

合

は
、

超

え

た

分

に
つ

い
て

払

い
戻
し

を
受

け

る
こ

と
が

で
き

ま

す
。（
左

の

表
２

の

と
お

り

）

払
い
戻

し

を
受

け

る
に
は

巾

請

が
必
要

に

な
り

ま

す
。

役
場

保

健
柵
阯

課

で
ｆ

続

き
を
し

て

く

だ
さ

い
。

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
７
５
歳
未
満
に
延
長

老
人
保
健
の
対
象
年
齢
の
引

匕

げ
に
あ
わ
せ
て
、
退
職
者
医

療
制
度
対
象
者
の
年
齢
が
、
こ

れ
ま
で
の
七
卜
歳
未
満
か
ら
匕

卜
瓦
歳
ま
で
に
延
災
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
七
卜
歳
以
上
の
対
象

者
の
自

己
負
担

割
合

も
一
割

（
一

定
所

得
額

以
上

の

所
得

者

は

二

割

）
と

な
り
ま

す

。

な

お
、

七
十

歳
未

満

の
対

象

者
の

自
己

負

担
割

合
は

、
本

人

二
割

・
扶

養
家

族

の
人

院
二

割

の
ま

ま
で

す

が
、
平

成
十

五

年

四
月

以
降

は
三

剛

と
な

り
ま

す
。

■表1　 医療機関の窓口

平成14年９月30日まで

国

民

健

康

保

険

Ｏ歳～

就学前の
乳幼児

（ ※１）

０割

(※２)

就学
児童

～70歳
未満

３割負担

老

人

保

健

70歳以上

定率制
（１割）
または

定額制
（１回

850円
４回まで）

豪１　 就学 前の乳幼児とは 、満６腹を 迎えてC

痂２ 国保以外の 社会保険碍については ３創1

豪３ 平成14 年９月丿日 以前に司 癨にな って1

来ど おり老人保健での受診となります、

■表２　医療費の自己負担限度額

Ｉ
負担区分 自己負 担限度 額（国 保世帯合算）

ａ

ｉ

高所得者
139.80 円 十（かかった医療費－

699. 円）×1％

一　 般
72.38 円 十（かかった医療費 －

1.5 〕円）×1％

低所得者
据え置き
35.400円

●

；

り

■

負担区分
自己負 担限度 額

外来(個人) (入院を含めた世帯合計)

高所得者 40.2 〕円
72.3 円 十(かかった医療費-

361.500円) ×1 ％

一　 般 12.0CX〕円 40.2 円

低所得者 8.0CX〕円 24.6 円または15. 円

70歳以上の方は次の
新しい受給者証が必要です

お医 者さ んにかかるとき

平 成14 年9 月l 〕日 以 前 に

司 歳 に な っ て い る 方

( 一足 の豸 言 のあ るSS 瘋以上 の 方)

医療受 給者証･ 複保険者

証･ 健康手帳を 一緒に窓

口へ提出 してください。

平 成14 年10 月1 日 以 蕣 に

70筬 に な ら れ る 方

(爲 生 月の1 月 か5 鰐 ● とな り ま

す, た だし,1 日 隻 ま れの ●きtまそ

の 月 から, 遇● 者蔓● の 方 もき(3)

国民健康保険高齢受 給者

証・被保険者証を一緒に窓

口に提出してください。

まだ、老人 保健法医 療受給者証の更新手続きをおこな っていない方 は、

必ず手 続きしてください。役場保 健福祉課へ現在お持ちの受給者証を持

ち、本人か家族の方がおいでください。

従来 の受給者証を医療機関に提出すると 、負担金が２割とな る場合が

あり ますので注意ください。

※詳しくは配布されたパンフレット(国 保ブラ ザ)をご覧いただくか、次

に問い合 わせください。

●問い合わせ　保健福祉課国保係( 585 )2785



義
経
ま
つ
り

第
七
回

を
迎
え
た
「
国
見
町
義

経
ま
つ
り
」
は
九
月
二
十
三

日

（
く
に
み
の

日
）
に
開
催

さ
れ

、
武
者

行
列
や
楽
し
い

催
し
に

、

大
勢
の
方

が
繰
り
出
し

ま
し

た
。
鎧
兜

を
身
に

ま
と
っ

た
勇
壮
な

武
者

た
ち

は
、
観
月

台
で
の
出

陣
式
の
後
、
町

内
全
小
学
の

鼓
笛

隊
を
先
陣

に
藤
田
商
店
街

を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
今

年
は

、

武
者

た
ち
は

小
坂
の

市
街
地

に
も
出

陣
し

、
詰
め
掛

け
た

観
衆

か
ら

喝
采
を
浴

び
ま
し
た

。

大勢の観衆のなかを行進 する武者たち

あ  武  ち 皿 四

台
風
２
１
号
に
よ
る
強
風

り
ん
ご
中
心
に
大
き
な
被
害

強
い
勢
力
の
台
風
ニ
ト

。
号
に
よ
る
強
風
の
た
め
、
収

穫
前
の
り
ん
ご
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
集
計
巾
な
が
ら
、
ａ

作
物
被
害
で
三
千
万

円
を
大
き

く
超
え
る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
人
き
な
つ
め
跡
を
残
し
ま

し
た
。

卜
月

。
囗
、
夜
か
ら
二
日
未
明
に
か
け
、
風
は
強
く
吹

き
荒
れ
ま
し
た
。
台
風
通
過
と
と
も
に
風
雨
は
お
さ
ま
り

ま
し
た
が
、
こ
の
強
風
で
収
穫
前
の
り
ん
ご
が
無
数
に
落

と
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
倒
木
や
枝
折
れ
、
川
で
は
稲
杭

も
倒
さ
れ
ま
し
た
。
県
北
中
学
校
で
も
体
育
館
裏
の
木
が

倒
さ
れ
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
壌
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
生

じ
ま
し
た
。

台風21 号により

罹災されたみなさまに

謹 んでお見舞い

申し上げます

台風で落下したり んご



第8 回

町
民

大
運
動
会

霧
が
立

ち
込
め
る
な
か
で

の
開
会
式

も
、
演

技
が
始
ま
る
と
二

年
連
続
の
雨

と
な
っ
た
う
っ

ぷ
ん
を
晴
ら

す
か
の
よ
う
に

、
澄
み

渡
っ
た
青
空

と
な
り
ま
し
た

。
地
区

対
抗
の
競

技
や
一
般
参
加
の

演
技
な
ど

、
宝
ひ
ろ

い
に
は
大
勢
の
子

ど
も
た

ち
や
お
年
寄
り

が

参
加
し
ま
し

た
。
昼
に

は
町
内
五
つ
の

小
学
校
に

よ
る
鼓
笛
隊

パ

レ

ー
ド

が
行

わ
れ
（
表

紙
写
真
）
、
年
代
毎
に

バ
ト
ン

を
つ
な
ぐ

地
区

対
抗
「

国
見
リ
レ

ー
」
で
フ

ィ
ナ
ー
レ

を
む
か
え
ま
し
た

。

家
族
が
つ
ど
い

、
地
区

が
輪
に

な
り
、
み
ん

な
が
ひ

と
つ
に

な

っ

た
町
民
大
運
動

会
。

入場行進

▲綱引き
接戦の結果．森江野地区に
軍配が上がりました

▲むかで競走
気持ちを一 つに、右左右左

･4国見リレ ー　男子 は大枝地区　女子は小坂地区が優麗

秋の運動会
気まぐれな天候にも負けず､子どもたちの

元気な歓声と､ 精一杯の競技が
繰り広げ ら れまし た。

▼10月５日　 藤田保育所

かわいいダンスや親子での共演 が
行 われました。

卜
９
月
2
8日

藤
田
幼
稚
園

生
憎
の
天
候
か
ら
藤
田
小
体
育
館

で
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
園
児
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

▲
９
月
2
9日

大
木
戸
小
学
校

前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
晴
天

の
下
で
の
運
動
会
。
国
見
夢
音
頭

で
は
地
区
み
ん
な
も
加
わ
り
、
大

き
な
円
に
な
り
ま
し
た
。



９
月
の

グ
ラ
ビ
ア

津
軽
ひ
ろ
子
さ
ん

熱
唱

恒
例
と
な
っ
た
「
津
軽
ひ
ろ
子
歌
謡
シ

ョ

ー
」
は
９
月
1
5日
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
で
圄
催
さ
れ
、
迫
力
の
ス
テ
ー
ジ
が
緩

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
新
た
に

贈
ら
れ
た
曲

『
国
見
慕
情
に

が
披
露
さ
れ

ま
た
。
国
見
夢
音
頭
で
は
津
軽
さ
ん
の
唄

に
合
わ
せ
て
踊
り
も
綫
り
出
し
ま
し
た
。

津
軽
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
曲
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

く
だ
さ
り
、
度
々
訪
れ
て
は
唄
で
町
民
み

な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

祖
父
母
参
観

敬老の日をまえに ．各小

学校で祖父母参観が行われ

ました．おじ いち ゃんおぱ

あちゃんたち から昔の話を

闇いたり ．一緒にゲームを

したり ．藤田小では学習の

成果も発表し まし た．

下

水

道

ま

つ

り

９月７日。アクアクリーンあぷくま（県

北浄化センタ←I において，「下水逎まつ

リ」が開催され 。大勢の子ども連れで賑わ

いまし た｡下水道事業の普及促進を目的に
今年で７回目を迎え,水を浄化１ る過程や

施設開放のほか,マスのつかみ取りやテン

ト村での楽しい催し が行われました。

沖縄の
上原さんより

寄附

沖
縄
県

の
上

原
漓

善
さ

ん
一‐
8
1一・
か

ら

。
健
康

・
教
育

・

平

和
の
た

め
に

活
用

く
だ

さ
い
と

、
2
0
万
円

の
寄

附
を

い

た

だ
き

ま
し
た

。
上

原
さ

ん
は

「
人

が
森
ぶ
こ

と

が
し

た

い

」
と

全
国

各
地
へ

寄
附

し
て

お
り

、
当

町
を
は

じ

め
近

隣
1
2
市

町
村
へ

も
訪

れ
て

い
ま

す

。
ま
た

、
昨
年

は
学

校

教

材
と

し
て

。
さ
と

う
き

び
も

い
た
だ

き

ま
し
た

。

く

に
み

の
人

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

長崎 一大分・福島三県国見町交流事業の一環と

して国見写真倶楽郡（鈴木俊博会長）が主催した ．

「くにみの人」フォトコンテストの表彰式が９月

23日に行われ，入選者に賞状等が贈られました．

72点の応募のなかから．癲正な審査の結果 ，町長

賞にあたるグランプリの栄冠に ．岡田きみえさん

（藤田宮 前,･･の「福笑い」が輝き．また ．墨優秀

賞 には松浦英夫さん（駅前）の「だる ま甬」が選ば

れました．

町長賞に輝いた岡田さんの｢福笑い｣



敬 老 会

平
成
十
四
年
度
国
見
町
敬
老
会
は
、
九
月
十
四
日

～
十
七
日
に
か
け
て
五
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
十
一
歳
以
上
の
方
約
九
百
名
が
出
席
さ
れ
、
式
典

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
地
区
の
方
々
の

ご
協
力

に
よ
り
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

鈴木英子さん
国　　　体
ボウリング 2位

第57回国民体育大会｢ よさこい高知国体｣

夏 季大会において､ ボウリング成年女子ミ ド

ルの部で､当町の鈴木英子さん(川内) が堂々

の２位に輝き ました｡ 鈴木さんは平成 ９年度

のなみはな 国体におい ても２位とな ってお

り､平成 ７年度の ふくし

ま国 体で ５位 と全 国ト

ップレベルの選手で､昨

年は オールジャパンLT

大 会での 優勝 があ りま

す。「優勝が目 標」と頂

点を目指し､ 仕事の後の

厳しい練習を続け ます。

｛写災提供 橸烏民報社｝

吉
田
憲
治
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

弓
　
　
　

道

４
位
に

８
月

に
茨

城
県
で

開
催
さ
れ

た
全
国

高
校
総

体
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
に
お
い
て
、
吉
田

憲
治

さ

ん

（
宮
町
北
・
福
島
西

高

三
年
）
が
４

位
入
賞

を
果

た
し

ま
し
た

。
大
会

で
は

予

選
か

ら
決
勝

ま
で
1
0

射
連
統
で

的
中

さ
せ

て

の
上
位
入

賞
で
す

。
吉
田

さ
ん
は
今

後

と
も
弓

道

に
親
し

ん
で

い
き

た
い

と
述
べ
て

い
ま
す
。

（
写
真
提
供

榴
島
民
報
社
）

国見町小学校スポーツ(陸上)交歓会

｀14成14年度|司見町小 学校 スポ ーツ【陸 匕】交歓 会が

９月24日上野台 総合グラ ンド において 開催され まし

た。 町内各小学校から ６年生98名が 参加し､ 親|唯と交

流、技術の向Iこを目的に、例年開催されています。|川

会式ではい たずらな雨にみまわれましたが､ 児童たち

は元気い っぱい 熱戦を繰 り広げ ました｡ 結果は次のと

おりです。

入　賞　者　氏　名

種　 目

15 走

走り幅跳 び

ソフトポール投げ

1  m 走

( 女子orn 走)

匐om リレー

男　　 子
第１位

仲野 能篇（小 坂）

遠康 弘樹（11T・）

稾藤 大介（蝨江罰

石川 拓也（昌江野）

小 坂

第２位

遠藤 弘樹( 塁江！il

仲野S 縢( 小 坂)

蕾野 豪玄( 小 ｌ)

松浦 昭太( ●田口

森 江 野

第３位

松浦 昭太(  1 )

脾枝　 光(ｌ田2)

齏藤　 駿{枩汀刪

佐藤 正羣(Ｉ田2)

藤 田 ２

女　　 子

第 １位

佐藤 儘香( ●田口

佐藤 翼紀( 小 ｉ)

重田起代子 江 野 )

松田 知恵 田 2 )

小 坂

第 ２位

佐蒹歌津紀(  能 1 制

蓬田 夏昊 田 2 )

関口 愛実( 小 坂)

佐藤奈淳紀( 且汀！1)

藤 田 ２

第 ３位

稟霖麑 黝 ぶ 貂

鏖舊 美青( 藤田2)

さ小高のぞみ(Ｉ田1)

L溘1 瑞跚( 小 匐

森 江 野

混合4(XiT丶リレー　　　　　　　 第１位 藤田２　　　　　 第２位 大木戸　　　　　 第３位 森江哥



戸
田
貞
子
さ
ん
へ
紺
綬
褒
章

当
町
に
上
地
を
寄
附
く
だ
さ

っ
た
福
島
市
の
戸
川
貞
ｆ
さ
ん

に
、
紺
綬
襃
章
が
贈
ら
れ
．
九

月
卜
七
日
瀬
戸
明
人
県
北
地
方

振
興
局
長
よ

り
伝
達
さ
れ
ま
し

た
．戸

田
さ
ん
は
昨
年
八
月
．
相

続
し
た
大
字
藤
田
字
南
地
内
の

上
地
約
四
六
一
㎡
を
町
に
寄
附

公

益

の
た

め
私

財

を
寄
附

し

た

こ

と

に
よ

る
高

額
寄

附

と
し

て
、

紺

綬

褒
章

の
贈

呈

と
な

り
ま
し

た

。戸

Ⅲ
さ

ん
は

、

身
に

余

る
光

栄

と

述
べ
て

お

り

、
町

で
は

諸

条

件

が
整

い
次

第

、
こ

の
上
地

の

有

効
活

川
を

図

る
こ

と
と

し

て

い
ま
す

。
　
　
　
　
　
　

广
ご
ｙｋ

悲惨な事故をなくそう!
秋の全国交通安全運動

９月21日から30日にわたり、秋の全国 交通 安全運動

が実施されました。

期間中、朝の街頭指導をはじめ、自動嗔や自転 車の

運転 者への ライト?､ め点灯 の呼び かけや 交通 安全 母

の会八による藤山駅前での 啓発活動 など、多彩な 催し

が展開されました。

大枝小鼓笛隊

パレード

大枝小学校では

９月26日全校生徒101

名 によ る鼓 笛

隊パレードを行な

い、地域の方々へ

交通安全を呼びか

けました。

自
転
車
ラ
イ
ト

点
灯
指
導

９
月
2
7日
に
は
町
内
４

ヵ
所
で
自
転
車
を
対
象
と

し
た
ラ
イ
ト
早
め
点
灯
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
、
部
活

動
帰
り
の
中
学
生
な
ど
に

夜
行
反
射
材
や
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
無
灯
火
防
止
と

安
全
走
行
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
・：

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

1
1月
６
日
か
ら
1
2日
は
年
金
週
間
で
す

社
会
保
険
庁
で
は
「
い
い
老
後
」
に
ち
な
み
、
毎
年
Ｈ
月

６
囗
か
ら
1
2凵
を
年
金
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
『
年
金
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
平
均
寿
命
が
伸
び
る
中
、
自
分
が
何
歳
ま
で
生
き
る
か

は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
将
来
の
経
済
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
も
予
測
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
必
ず
訪
れ

る
長

い
老
後
の
収
入
を
約
束
で
き
る
唯
一
の
も
の
で
す
。

将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
公
的
年

金
制
度
を
よ
く
理
解
し
、
安
心
で
き
る
老
後
に
備
え
ま
し
よ

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
！

社
会
保
険
嘔
務
所
で
は
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
に
よ
り
、
大
嘔
な

年
命
権
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
電

話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
「
国

民
年
金
推
進
員
」
が
直
接
ご
白
宅

に
お
伺
い
し
、
保
険
料
の
納
付
を
お
願

い
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

東
北
福
鳥
社
会
保
険
事
務
所
　
ｇ
（
５
３
５

）
0
1
4
1

国
兄
町
役
場
住
民
課
年
金
係
　
公
（
５
８
５

）
2
1
7
9



保健だより

保譱痼祉諜T 保健増進係 庵 (  5 )  27

大腸がん検診を

受けましよう
40歳以 上の男女を 対象に大 腸がん検診 を行いま す。

＊受診対象者には、後日ハガキで個別に通知いたします。

月 日 地 区 畤　 閥 会　　 場

1 1 / 6 (水)
大 枝 9:(X卜10:(X) 東部高齢者等活性化センター

・採便容器の回収は
、１週

岡後の同じ曜日、時間
、会

場で実施予定
です.

一対象地
区で都合が悪い

場合は､別会場でもかまい
ません

。豕た､容器の受け
取りは､代理も大丈夫です。

大木戸 10:匐～11:l） 大木戸ふれあいセンター

1 1 / 7 (木)

森江野 9:(X)～10:CX) 森江野町民センター

小 坂 10:3〕～11:l) 太田川集会所

藤田

(板癬 肭 会含む〉
13:l〕～15:3) 観月台文化センター

大研修窒

※ハガキを必ず持参してください。
峯春の健康管理世帯調査アンヶ一卜で町の検診を希望しなかった方で､新たに検診を希望する場合は､保健福祉

課保健増進係まで連絡願います。

＊ ＊＊　　 育　 児　 教　 室　　 ＊＊＊

該　 当　 幼　 児 実 施 日 受 付 時 間 会　　 場

平成14年５月～６月生まれの乳児 12月５日(木) 午後１時3(〕分～午後１時45分
観月台文化センター

第１和室

【実施内容】身長・体莖測定、調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　 乳　児　健　診　　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 棚

・３か月児（平成14年８月生まれ）

・９か月児（平成14年２月生まれ）
12月26日(木) 午後1  時 分～午後２眄

観月台文化センター

第１和室

【健診内容】医師の指導、身艮・体重測定、鯛乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　１ 歳 ６ ヵ 月 児 健 診　＊＊＊

骸　 当　 幼　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成13年４月16日～

平成13年６月30日生まれの幼児
12月19日(木) 午後１畤30分～午後２時

観月台文化センター
大研修室

【健診内容】内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

栄養指導(おやつの試食)もあります。

(持参するもの) 母子儲康手帳と １歳６ヵ月児儲唐診査票(必要事項を記入してください)を忘れずに！

愛の献血に
ご協力を！

11月19日(火)は

国見町の

献血の日です。

場　　　　 所 受 付 時 間

伊達みらい農協　大枝支店前 午前９昨X}分～午前10  時 分

八巻石材工業㈱ 国見工場前 午前10時3}分～午前11時45分

㈱大岩機器工業所 国見事業所前 正 午　 ～午後１時CX)分

㈱福梁製作所前 午後２時30分～午後3  時 45分

湧水製作所㈱ 福島工場前 午後4  時 分～午後５時00分

※成分献血は､検査を含め約１時間かかります｡ご協力くださる万は､あらか

じめご連絡ください。



インフォメーショ

ン
調
停
制
度
八
十
周
年

記
念
行
事

今

年
は
調
停
制

度
が
発

足
し

て

八
十
周
年

目
の
節

日

の
年
に
当
た

り
ま
す
。

福
鳥

家
庭
裁
判

所
で
は
福

鳥

調
停
協
会
と
共

催
で
、

次

の
記
念
嘔
業

を
行
い
ま

す
。

▼
内

容
…
講
波
会

「
高
齢

者

を
巡

る
諸
問
題

」
及
び

町
内

見
学

▼
日
時
・：
十
月

三

十
一
日
午
後

一
時
二
十

分
か
ら

▼
場
所

…
福
励
家

庭

裁
判
所

※

参
加
希
望
の
方

は
同
裁

判

所
総
務

課
（

’
‘
５

３
４

－
6
1
8
6

）
に
お
申
込

み

く
だ
さ

い
。

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

検
察
審

査
会
と
は
く
じ

で

選
ば
れ

た
ト

ー
人
の
検

介
審
査
員

が
、
国
民
を
代

表
し
て
、
検

察
竹
が
被
疑

者
（
犯
人
と
囗
さ

れ
る
者
）

を
裁
判
に

か
け

な
か
っ

た

こ
と
（
不

起
訴
処
分

）
の

よ

し
あ
し

な
ど
を
審
査
し

て

い
ま
す

。

犯
罪
の

被
害
に
あ
っ

た

時
な
ど
、
検

察
官
の
不
起

訴
処
分
を
不
服

と
し
て
検

察
審
査
会

に
審
在
の
申

立

て

が
で
き

ま
す
。
申
立
て

や

相
談

に
は
、
一
切
費
用

が
か
か
り

ま
せ

ん
の
で

、

検
察
官
の

処
分
に
対
し

疑

問

が
あ

る
場
合
は
検
察

審

査
会

に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

★
問
い

合
わ
せ

福
鳥

検
察
審
査
会

事
務
局

｀
］（
５
３
４

）
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1
5
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快
適
な
暮
ら
し
に
Ｓ
７
.
夕

理

容
・
美
容

・
ク
リ

ー

ニ
ン

グ
店
の
「
Ｓ

マ
ー
ク
」

は

、
安

全
と
術
生

、
確
か

な
技

術
を
約
束
す

る
厚
生

労
働
人

臣
認
定
の
信

頼
マ

ー
ク
で

す
。

万

一
事
故
の
場
合

に
も
、

賠
償
基

準
に
基
づ

い
た
保

証
が
受
け
ら
れ
ま
す

か
ら

い
つ
で
も
安
心

し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

けんぽくネット・いいもの発見
うつくしま
スタンプラリー

福島県 県北 地方 振興 局で は、地 域資源 の

活 用を目 指し 、広く Ｐ Ｒを 進める た め、次

に より 素 敵 な 商品 が 当 たる ス タ ンプ ラ リ

ーを 実 施しま す．

応募 方法

応募 ハ ガ キ 又は 官 製 は がき に 、対 象 施

設･ イ ベン ト会 場に 設置し てあ る スタン プ

を ３個 （①お 好きな 施設･ イベ ント ② 福島

市 ・伊 連郡 にある 施設 ・イ ベン ト③ 二本 松

市 ・安 達郡 にある 施設 ・イ ベン トを そ れぞ

れ １箇所 づつ ）押し て、併 せて 、あ な たの

発 見し たいも のを 記入く だ さい． 住所 ・氏

名 ・年齢 ・職業 ・性 別 ・電 話 番号を 記載 の

上 、下 記まで 送付く ださ い．

応募 締切　11 月ｌ ）日 （当 日 消印 有効 ）

応 募 先　 〒960 －E頸ｉ

福島県 県北 地万 振興 局企 画振 興部

い いも の発 見うつ く しま

スタ ンプラ リ ー係

※抽選は12月14日に行い. 総計175名にプレゼント

が当たります.

一人につき何遍でも応耳できますが．賞品につ

いてはお一人１点眼りとします．

詳しくは．観月台艾化センター又は企画商工課

に備え付けのパンフレットをご覧ください．

生ごみの
３割は
水分

使つていますか？

台所の
[水切り器]

台
所
の

生
ご
み
を
「
水
切
り

器
」
で
図
の
よ
う
に
ひ
と
し
ぼ
り

す
る
だ
け
で
五

～
十
％
の
水
切

り
が
で
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
「
水

切
り
器
」
を
配
布
し
た
六
月
以
降

九
月
ま
で
の
四
ヶ
月
で
燃
え
る

ご
み
の
量
は

昨
年
の
同
期
に
比

べ
約
十
三
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
。

こ

れ
を
衛

生
処
理
組
合
の
負
担

金
（
ト
ン
当
り
一
万
六
干
円
）
に

換
算

す
る
と
二
十
万
八
千
円
を

軽
減
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ

れ
か
ら
も
ご
み
の
減
皿
化
、

資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

使用方法

①
三

角
コ

ー

ナ
ー

な
ど

に

溜
ま

っ
た

生

ご
み

を

上
か
ら
押
さ
え
つ

け
る
。 ②

水
切
り
袋
、
ネ
ッ
ト

に
溜

ま
っ

た
生

ご
み

を
押
さ
え
つ
け

る
。

問い合わせ

住民課
生活環境係
585  ー2

ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
の
排
出
は

必
ず
ガ
ス
抜
き
を
Ｉ・

ご
み
収
集
車
や

ご
み
処

理

施
般
で
爆
発
発

火
事
故

が

数
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
、

ガ

ス
抜
き
さ
れ
て

い
な
い

ラ

イ
タ
ー
や
ス
プ
レ

ー
缶
、

カ

セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
な
ど
か

ら

漏
れ
た
ガ
ス

に
引
火
し

た

も
の
で
す
。
幸

い
大
惨

事

に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し

た
が
、
一
つ
間
違

え
ば
、

爆
発

発
火
事
故

に
つ
な
が

り

、
人
の
命
を

奪
う
危
険

性

も
あ
り
ま
す
。

拾
て
る
際
は
穴
を
開
け

て
ガ
ス
抜
き
を
し
て
、
ガ

ス
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
、
不
燃

物
と
し
て
出
す
か
、
販
売

店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い

ま
し
よ
う
。



国
の
教
育
ロ
ー
ン
　
・
゜

国
民
生
活
金
融
公
庫
貸
付

国
民
金
融
公
庫
で
は
国

の
教
育
資
金
を
貸
付
し
て

い
ま
す
。
希
望
の
方
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額
…
学
生
、
生
徒

Ｉ
人
に
つ
き
、
二
百
万
円

以
内
▼
返
済
期
間
…
十
年

以
内
。
交
通
遺
児
家
庭
、

母
子
家
庭
に
つ
い
て
は
一

年
延
長
が
可
能
。
な
お
、

在
学
期
間
以
内
で
の
元
金

の
据
え
置
き

が
で
き
ま
す
。

▼
利

率
・
：
年

二
二

％
（
ｔ

月
現
在
）

▼
返

済
方
法
・
：

毎
月
元
利

均
等
返
済
。
融

資
額
の

半
分
以

内
の
ボ

ー

ナ
ス
月
の

増
額
返
済
等

★
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ

国
民
金

融
公
庫
福
島
支

店

ｇ
（
５
２
３

）
2
3
4
1

お
米

は
計
画
流
通
沁
ぺ

「
お
米
」
は

私
た
ち
日
本

人
の
主
食
で

あ
り
、
安
定

供
給
が
大
変

重
嬰
で
す
。

食
糧
法
は
農
家

の
皆
さ

ん

が
生
産
し

た
お
米
を
消
費

者
の
方

々
へ
、
安
定
的

に

お
届
け
す

る
制
度
で
す

。

そ
の

た
め
に
は
、
農
家

の

皆

さ

ん

が
生

産

さ

れ

た

「
お
米
」
を
、
自

主
流
通

米
や

政
府
米
な
ど

計
画
流

通
米
と
し
て
、
農

協
等
に

出
荷

し
て
頂

く
こ
と
が
人

切
で
、
農
協

と
出

荷
契
約

し

た
数
量
は

、
全
量
出
荷

し
ま
し

よ
う
。

な

お
、
農

家
の
皆
さ

ん

が
、
消
費

者
等
へ
直
接
販

売
す

る
場
合
は

「
計
画

外

流

通
の

届
出
」
を

行
う
こ

と
に
な
っ
て

い
ま

す
。

★
「
お

米
」
に

関

す

る

照

会

・
相
談

・
情
報
提
供
は

仙
台
食
糧
小

務
所
福
島
嘔

務
所
地
域
第
６

課
ま
で

贊
（
５
３

４
）
４
Ｉ
・
４
Ｉ

パ
ー
ト
タ
イ

ム

ー
゜

労
働
旬
間

労
働

省
で
は
十
一
月

一

日
よ
り

十
日
ま
で
を

「
パ

ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬

間
」

と
し

、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労

働

の
保
護
と
雇
用

管
理
の

適
正

化
へ
向
け
た
取

組
み

を
推
進
し
て

い
ま

す
。

○

パ
ー
ト

タ
イ

ム
労
働
者

を
雇
用
す

る
場

合
は
、

契

約
期
間

・
賃
金
な
ど
の

労

働
条
件

を
文
書
で
明
示
し

て
下
さ

い
。

○
パ

ー
ト

タ
イ
ム
労
働

者

の
年
休

・
解
雇
・
健
康

診

断
や
法

で
定
め
ら

れ
た
休

業
等

に
つ
い
て
、
適
正

な

雇
用

管
理
を
お
願

い
し

ま

す
。

★
問
い

合
わ
せ

禍
鳥

労
働
局
服
用
均

等
室

一`
‘（
５
３
６

）
４
6
0
9

人間ドック検診追加募集

人間ドック（入院・脳ドック、日 帰りドック）事業は、疾病

の早期発見を目的として多くの町民の方に受診いただい ており

ます。
本年度。まだ若干の申込み枠があることから、追加募輿をお

こない、申込み随時受付をｎ月ａ 日（水）まで延長することとし

ましたのでお知らせいたします。
なお、申込み方法、負担額などは次のとおりとなっています。

騨しい内容をお知りになりたい方は下記までお問い合わせくだ

さい。
・ 対象者…国保加入者で昭和42 年４月１日以前生まれで71〕鑞未

涓の方

・申込錦切･･-11月20日(水)まで
(土・日●及び祝祭日を除き、午町９畤から午後 ５眄まで)

・申し込み方法…保険証、印鑑を 持参し、本人または家族が保

健福祉丗国保係へ申し込みください。
毫定員になりしだい、〆切りとします。

受診区分
入院人間ドック

日帰り人間ドック
人間ドック･脳ドフク 人間ドック

自己負揖

初め
ての方

男性　18､XX)円
女性　18. |円

２回以上の方
男性44.  !円
女性45.  |円

初めての方
男性　6. 円
女性　6.!政)円

２圜以上の方

男性32.(XX)円
女性33.(XX)円

初め
ての方

男性　3,2(幻円
女性　3.48円

２酉以上の方
男性16.

円
女性17.(XX)円

受付人数 若干名 若千名 蔔人

実施期間 平成14年10月～平成15 年 3月 平成IS年２月～３月

実施機関 公立膝田総合満腹

★問い合 わせ　　保健福祉課 国保係　??(585)2785

11月９日～15日

｢消す心　置いて下さい　火のそばに｣

火災が 発生し やすい季 節とな り、秋の全国火災

予防運動 が展開されま す。火災は 絶対に起こさ

ないよう、火の取扱いには十分注意しましょう。

11月の心配ごと相酸

５日曲 佐 物 正 搬 な
11夕1やへか4

15日ｔ 鈴木d1 人'4
fi禺さよ川气

25 日 携 ! 小坂 Ｍ･ 叭
岩町 扣1゙ ,气

●心所 役場(２冊)畆嗅毟
●時間 午前9 時 一 正 ℃

人口 と世 帯

平成14 年９月１日現在

人口11.051 人(   ー17 )

男5  , 296人〈－６〉

女5.755 人(－11)

出生 ４人 死亡 ９人

転入19 人 転出31 人

世帯3.216 世帯(  十 2 )

結
婚
お
め
で

と
う

斎
藤
　

義

明
丿

崔
　
　

善
伊
ｊ

石
母
田

西

後
藤
　

一
成
～

阿
部

真
由
美
ｊ

宮
東

誕

生

お

め

で

と

う

佐

久

間
　

源

。・
‘（
第

１

）

忍

ｊ

・
奈

津

紀

ｊ

本

田
　

直

也

尹

（
滝

山

）

純

て

气

小

百

合

丿

松

浦
　

若

奈

メ
（
大

木

戸

）

信

雄

ｊ

・

ミ
イ

ー

市

川
　

健

志
ｙ

（
寓

束

）

連

皀

ｊ

・
智

嘉

子

丿

若

生
　

恵

実

。・
‘（
沌

山

）

守

ｊ

・
英

智

子

丿

岡

田
　

裕

貴

尹

（
貝

Ⅲ

）

良

一
ｊ

・

蠢

ル
汲

ぶ
ｙ

ヅ
ｆ
ル
マ
。^

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

商
橋
　

竹

治
j
8
5（
山
崎
北
）

谷
津
　

一
男
j
8
4（
大
木
バ
）

大
波
　

幸
治
丿
8
2（
第
９

）

吉
田
　

ヨ
ノ
。ご
8
6（
貝
田

）

佐

々
木

ス
ガ
バ
8
8（
錦
町

）

安
部
　

ト
ラ
い
8
8（
第
３

）

武

田
　

儀

て

畆
（
大
町
北
）

（
９

月
末
日
ま

で
に
、
当

町
窓

口
で
受
付
し

た
方
で
、

住

所
を
有
す

る
方
を
掲
峨

し

ま
し
た
。
）

掲載を希望されない方は 。届け出の際にお甲し 出下さい。



生涯学習

つうしん

国 見町教育委員 会生涯学習 課

( 観月台文化 センタ ー)

酋(  585 ) 2676 FAX  ( 5 ) 27071

歴
史
の
重
み
を
感
じ

く
に
み
女
性
教
室
「
研
修
旅
行
」

く
に

み
女

性
教

室
で

は

、
十

月

二
日
（
水

）
に
群

馬

県
・
栃

木

県

方
而
へ

の
研

修

旅
行

を

二
十

四
名
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
な

か
、
富
弘
美
術
館
と
足
尾
銅
山

観
光
の
二
個
所
を
見
学
。
富
弘

美
術
館
で
は
、
大
地
に
根
を
張

り
美
し
く
咲
き
誇
る
草
花
か
ら

生
き
る
こ
と
を
詩
い
描
く
様
に

感
動
し
、
足
尾
銅
山
観
光
で
は
、

歴
史
の
重
み
と
時
代
の
流
れ
を

深
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。
研
修

旅
行
を
通
じ
て
学
級
生
同
十
の

親
唯
交
流
を
図
り
深
ま
る
秋
の

紅
葉
と
味
党
を
堪
能
し
て
き
ま

し
た
。

’第
三
十
一
回
国
見
町
文
化
祭

今
年
で

三
ト

ー
回
を
迎
え
る
、
文
化
の
祭
典
〈

国
見

町
文
化
祭
〉
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
見
町
文
化
団
体
連

絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
こ
の
祭
典
は
、
日
頃
の
活
動

成
果
の
集
大
成
と
し
て
、
作
品
の
展
示
や
芸
能
発
表
、

さ
ら
に
町
内
各
校
か
ら
児
童
、
生
徒
の
秀
作
も
展
示
さ

れ
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
覧
く
だ
さ
い
。

音楽芸能

発表会

1
0月
2
7日
（
日

）

開
会
式
　
９

時
3
0～

開
　

演
　
1
0
時
0
0～

総　合

展示会

ｎ

月
２
日
（
土
）
午
前
９
眄
～
午
後
５
眄

1
1月
３
日
（
日

）
午
前
９
眄
～
午
後
５
眄

ｎ

月
４
日
（
月

）
午
前
９
眄
～
午
後
３
眄

会
場

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

行事のお知らせ
(10 月)

15日(火) 阿 津賀志学級( 書道)

子育て教室

子ども移動図書館(大木戸)

16日(水) 成人学級( 見学学習)

子ども移動図書館(藤田2)

17日(木) 子ども移動図書館(藤田1)

18日( 金) 子ども移動図書館(藤田3)

22日(火) 阿津賀志学級(書道)

23日(水) くにみ女性教室(スポーツ)

25日(金) 阿津賀志学級(研修旅行)

26日(土) 少年仲間づくり 教室

27日(日) 文化祭｢ 芸能発表会｣

子育て教室(焼き芋ﾊﾟｰﾃｨｰ)

29日(火) 阿津賀志学級(書道)

くにみ女性教室(スポーツ)

(11 月)

IEﾖ( 金) 成人学級(体力づくり)

２日(土) 文化祭

３日(日) 文化祭　 町内一周駅伝

４日(月) 文化祭

６日(水) くにみ女性教室(スポーツ)

７日(木) 子ども移動図書館( 大枝)

８日(金) 子育て教室(応急手当)

９日(土) 少年仲間づくり教室

11日(月) 子ども移動図魯館( 藤田1)

13日(水) 子ども移動図書館( 小坂)

14日(木) 阿津賀志学級(健康教室)

子ども移動図書館( 森江野)

受講生募集

ステンドグラス教室
装飾用として人気の高いステンド

グラス教室を開講します。

日　眄11 月20日(水)､12月４日(水)、

18日(水)

午後２眄～午後４畤

場 所 観月台文化センター

対 象 町在住又は在勤の成人の方

定 員15 名

内 容 初心者を対象としたステン

トクラス制作

参加費3.5〔X〕円

{材料費､資料代等}

講 師 ステンドグラス愛好家

糸井桂子先生

申込み11 月13日(水)まで観月台文

化センター(f?585 －26713)

生涯学習係まで。



平
成

十
五
年
度

国
見
町
成
人
式

ｆ
成
1
5年
国
見
町
成
人
式
は

平
成
1
5年
１
月
に
凵
に
挙
行
さ

れ
ま
す
。

該
当
者
は
、
酳

昨

年
４
月

２
日
か
ら
5
8年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
国
見
在
住
の
方
で

す
が
、
町
外
在
住
の
方
で
出
席

を
希
望
す
る
方
は
、
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

式
典
で
は
、
成
人
証
書
と
記

念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。
式

典
後
に
は
、
記
念
撮
影
や
記
念

パ
ー
テ
ィ
を
行

う
予
定
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
後
日
該
当

者
あ
て
に
送
付
さ
れ
る
案
内
状

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
・
平
成
1
5年
１
月
1
2日
（
日
）

日
程
・
受
付

午
前
1
0
時
か
ら

式
典

午
前
１１
畤
か
ら

午
前
１１
時
3
0分
頃
ま
で

パ
ー
テ
ィ

正
午
か
ら

午
後
１
時
頃
ま
で

会
場
・
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

★
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

教
育
委
八
会
　
生
涯
学
習
課

讐
５
８
５
－
2
6
7
6

新

成

人

名

簿
（
敬
称
略
）

藤
田
地
区
【
五
十
八
名
】

後
藤

勝
之
／
東
田

和
樹
／
鈴
木

拓
絖

薑

秀
明
．’・
末
永

隆
宰
亟

瀏
］
圓
甲

佐
藤

喜
幸
／
大
槻
健
太
郎

／
太
田

健
一

鈴
木
　

光
／
鈴
木

潭
士
／
高
橋

浩
一

土
屋

西
範
／
滝
川

真
彦
／
銘
木

修

】

！
　
　
　

／
羽
根

善
之
／
佐
藤

征
人

那｛

｝
四
『

／
佐
藤

辰
徳
／
後
藤
　

蕈

獎
地
　

稔
／
菅
野

仁
志
／
國
分

ｉ

也

齊
藤

伸
次
／
武
田
　

聡

ご
詐

．
大
輒
．

高
橋
　

司
／
鈴
木

常
正
／
金
濘

仁
志

齊
藤

罠
也
／
佐
藤

哲
也
／
舌
川
奈
潭
昊

後
藤

治
思
／
古
川

美
香
／
奥
山
輿
珠
美

東
海
林
陽
子
／
一
條
美
由
紀

／
渡
辺

珠
ｍ
Ｉ

爵
藤

由
紀
／
佐
々
木
敦
子
／
高
橋
思
美
子

小
池

未
牽
／
佐
藤

息
子
／
佐
藤

番
織

冨
田

震
子
／
後
膝

理
恵
／
佐
藤

明
子

寺
島
　

椡
／
鈴
木
麻
衣
子
／
穐
月

智
子

後
藤
雷

子
と
昂

广

昏
ｙ

岡
田

美
幸

國
井
貫
由
英
／
後
藤

麻
美
／
八
島
干
世
佳

高
檎

智
子
／
半
潭

爽
希
／
咼
構

由
佳

四
家
　

恵
／
吉
見
　

梢

小
坂
地
区
【
十
六
名
】

靨

こ

俣

／
菅
野

真
人
／
佐
藤

侶
徳

吶
湎
丿

蚕

／
菅
野

寛
高
／
目
黒

智
大

高
橋

友

匸

池
田

大
輔
／
黒
田
　

啓

高
橋

跳
史
／
仲
野
絵
理
子
／
女
冊
子
ま
ゆ
み

緑
上

幸
恵
／
高
橋

悦
子
ノ
ハ
島

桃
江

齋
藤

舉
懋

森
江
野
地
区
【
二
十
七
名
】

佐
久
間
智
史
／
武
田
　

徼
／
本
多

伸
行

実
沢

和
幸
／
佐
験

旨
裕
／
市
川

大
輔

佐
藤

伸
二
／
松
浦

史
和
／
佐
久
問
萪
智

蔔
地

雅
史
／
徳
江

孝
行
／
小
野

裕
介

寺
島

大
介
／
八
巻

純

Ｔ
八

巷
　

大

蘭
地
　

保
／
八
巻

恵
理
／
津
田

朋
美

菊
地
亜
由
英

佐
藤
　

望
／
菊
地

美
穂

害
田

英
幸
／
徳
江
加
奈
子
／
佐
野
奈
津
美

樋
口
由
美
子
／
佐
藤
い
ず
み
／
吉
田

正
子

大
木
戸
地
区
【
二
十
名
】

権
澤

孝
徳
／
佐
藤

伸
洋
／
後
藤

和
也

高
橋

霖
樹
／
吉
川

剛
史
／
佐
藤

翔
吾

濕
部

純

Ｔ

‘大
河
原

等
／
酒
井
　

透

鈴
木

祐
太
／
渋
谷

明
哭
／
志
村
　

舞

松
浦
久
美
子
／
消
ｅ

美
恵
子
／
松
浦

隔
子

齋
藤

干
秋
／
高
村

思
理
／
松
浦

久
美

長
谷
川
祥
子
／
松
涌

絵
理

大
枝
地
区
【
十
一
名
一

佐
藤

正
旱
／
鈴
木

伸
也
／
鈴
木

利
治

齊
藤
　

甲
／
鈴
木
　

剛
／
井
上

秀
幸

佐
藤

蔓
緒
／
齋
藤

葉
子
／
鈴
木

爾
子

鈴
木

喰
美
／
還
藤
八
千
花

観月台文化情報

海援隊トーク＆ライブ
と　き　 １２月１日(日)

開演　 午後６時～

入場料　３,０００円

(全席 指定)

10月21 日から瞑月台又化センター

においてチケットを発充しま虱

簡いきわt! 蚩蘯学雷皿 文化振舞0  ( 585 ) 2676

ス
ポ
ー
ツ

柏葉体育館落成記念
3大会を開催
柏葉体育館の落成を 記念し て。伊達地

方スポーツ大会（剣 道競技）、三県交流

青少年柔道大会、そし て国見町桑折町青

少年健全 育成剣道大会の３つの 大会が開

催さ れました。そ れぞ れの 大会に参加し

た選手たちは、たくさん の声援を 受けな

がら 、精一杯がんばり ました。

町
内
一
周
駅
伝
　
参
加
チ
ー
ム
募
集

１１月３日に 開催 する 町内 一周駅 伝競走 大会の

参加チ ームを募 集していま す。

１　参加資格

（１）町民 及び町内の 職場に勤務し ている者 で編

成し たチーム
（２）小学校の学区単位で編成したチーム

（3 ）職場・職域で編成したチーム

（４）愛好者で編成したチーム
（５）中学生以上の者で編成したチーム

２　 区　 間　 上野台・総合運動場発着　10 区間

( 25.1キロ　５区 は女子の 指定区間）

３　申込期限
１０月２４日（木）生涯 学習課 （観 月台文 化セ

ンター）まで申込むこと。



国
見
町
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

心
地
よ
さ

快
適
さ
を

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し

、
ゆ
と
り

安
ら
ぎ
、

そ
し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
。
価
格
は
安
く
、
設
備
は
万

全
、
支
援
は
有
利

の
三

拍
子
に
加
え

、
代
金
支
払
条
件
が
緩

和
さ
れ
さ

ら
に

お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

契

約
時
に
購

入
代
金
の
1
0
％

を
支
払
い

た
だ
き
、

残
り
は
３

年
以
内
の
分
割
に
よ
り
支
払
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
借
り
入

れ
に
よ
る

一
括
支
払
の

場
合
は
３
年

間
の
利
子
補
給
制

度
を
お
こ
な
い
ま
す
。
（
１
千
万

円
を
限
度
に
２
％
に
つ
い
て
３
年
間
利

子
補
給
を

お

こ
な
い
ま
す
。
）

国
見
町
が
国
土
交
通
省

「
新
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー

ム
推
進
事
業
」
の

裲
助
の

も
と
、
し
つ
か
り
つ
く
つ

た
も
の
だ
か
ら

安
心
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
心
地
よ

さ
、
快
適
さ
の

街
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
是
非
ご

検
肘
く
だ
さ
い

。

支払条件大幅緩和
匸契 約時1ざi 割､‘’残 りはj 聟 以 内の 分割

｡‘納入 が可能に!

∩ 借り入 れによる一 括支払の 場合は ３年

間の利 子補給制 度新設

‘（1 千万円 を限度 に、２％につい て ３年

､間利 子補給） 。　　　　 － 、

残り65 区画に!:
現
在
6
5区
画
を
分
譲
し
て
お
り
。

先
着
順
に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま

す
。
建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将

来
予
定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め

に
も
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機

会
に
是
非
現
地
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

おすすめポイント

ポイント)卜

国見町がしっ かり 支援
ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事業とし て分譲斡旋を頂
いた場合、１区画あたり30 万
円が支給されます。

ポイント ②
建てると有利

Ｕ Ｉターン者建築推奨事業と
して土地家屋に関わる固定資
産税１ヵ年分が交付さ れます。

お 申 込 み ・

お問い合わせ
国　見　町
企画商工課 585-2927

小
さ
な
天
才
た
ち

アジサイとカエル

大技小６年 鈴木斐花佃

アジサイの花
大枝小６年 鈴木嬰友美

あじさいとかたつむり
大枝小６年 鈴木 愛唯

編
集

発
行

国
　

見
　
町
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